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【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】プログラム言語
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・3 年次
【担当教員】

鶴見 智

【授業目標・教育方針】
データ構造とアルゴリズムについて学ぶ。この授業は、概念的理解にとどまらず、プログラムとして実現でき、活用
できるまでを目指す。具体的授業目標は次のとおりである。配列、ポインタを理解しプログラム作成できること。繰
返しと再帰プログラミングの違いを理解しプログラム作成できること。代表的ソートアルゴリズム、線形探索アルゴ
リズム、基本的な組合せ問題アルゴリズムを理解しプログラム作成できること。基本的データ構造である構造体、共
用体、線形リストを理解しプログラム作成できること。ファイルへの入出力プログラムが作成できること。これら学
んだことを大規模なプログラム作成に活用できること。

【授業概要】
プログラム言語は例題やサンプルプログラムを手本として小さなプログラムをたくさん作成することを通して基本を
身につけていくが、より高度なプログラミングを行うためにはデータ構造とアルゴリズムを体系的に学び、しっかり
と活用できるようにすることが不可欠である。そのためこの授業では講義の他に理解を助けるための小テストを課し、
またプログラミング実習も重視する。学習内容は大きく４つに分けられる。
○繰返しと再帰
アルゴリズムの複雑さを評価する計算量について学ぶ。配列を用いたデータ構造を用い、繰返しおよび再帰プログラ
ミングの関係を学ぶ。ポインタについての復習とファイルの入出力について学ぶ。
○配列とファイル操作
直接ソート、クイックソート、マージソート等の代表的ソートアルゴリズムを学ぶ。また２分探索、ハッシュ表につ
いて学ぶ。
○組合せ問題
順列、組合せプログラムについて学ぶ。また組合せ問題の代表的アルゴリズムであるナップサック問題、ダイナミッ
クプログラミングについて学ぶ。
○連結リスト
より柔軟なデータ構造を実現するために構造体、共用体、メモリの動的割付を学び、その具体的例として連結リスト、
スタック、キューを取り上げる。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：L.Ammeraal 著、小山裕徳訳「C で学ぶデータ構造とプログラム」（オーム社）
参考書：柴田望洋・辻亮介著「C 言語によるアルゴリズムとデータ構造」（ソフトバンク）
        カーニハン - リッチー著、石田晴久訳「プログラミング言語 C」（共立出版）

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
実習は J 科パソコン室で行う

【メッセージ】
この授業は１・２年の情報処理を基礎とし、本格的なプログラミングへ進むための架け橋となるものです。ここで扱
う内容は単にＣ言語の使い方ではなく、情報工学のすべての分野での問題解決の基本です。また４年プログラム言語、
４年後期大規模実験の基礎ともなりますので積極的にプログラミング実習をこなしてしっかり身に付けてください。

【リンク】
http://www.ice.gunma-ct.ac.jp/~tsurumi/

【成績評価方法】
［前期］中間試験：35%，期末試験：35%，レポート：20%，その他：小テスト 10%
［後期］中間試験：35%，期末試験：35%，レポート：20%，その他：小テスト 10%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

- 1 -



群馬工業高等専門学校　2006 年度シラバス　8501420003JJ/20090403

【授業計画】（授業名：プログラム言語）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回～ 7 回 繰返しと再帰 計算量とアルゴリズムの複雑さ
番兵を使った線形探索
再帰、再帰の除去
ユークリッドのアルゴリズム
ホーナーの方法
実習

レポート１
レポート２

8 回～ 15 回 配列とファイル操作 直接ソート
クイックソート
ファイルのソート、マージソート
２分探索
ハッシュ法
実習

レポート３
レポート４
レポート５

16 回～ 21 回 組合せ問題 入れ子が可変のループ
順列
組合せ
ナップザック問題
ダイナミックプログラミング
実習

レポート６
レポート７

22 回～ 28 回 連結リスト 構造体
共用体
動的メモリの割付
連結リスト
２分木の導入
実習

レポート８
レポート９

29 回～ 30 回 総合演習 実習 レポート１０
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